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平成31年度予算 重点分野の取組み

人と緑とまちがつながり ともに育み未来をつくる 健康経営都市

地域で支え合う 安全・安心なまち

防災・防犯・地域コミュニティ

みんなが健康で
元気に暮らせるまち
みんなが健康で元気に暮らせるまち

健康・福祉・医療

活力と賑わいに満ちた 魅力あふれるまち

産業経済・交流

みんなが健康で
元気に暮らせるまち
豊かな心と生きる力をはぐくむまち

子ども・子育て・教育・文化

自然と調和した 快適で暮らしやすいまち

都市基盤・環境

みんなが健康で
元気に暮らせるまち
市民とともに創る 持続可能で自立したまち

市民参画・行財政運営

市民主体による協働のまちづくり 地域特性を活かした魅力あふれるまちづくり 次世代につなげる持続可能なまちづくり

市民生活の
質の向上

「地域力」を結集し、
チーム岩見沢・オール岩見沢の

まちづくり！

地域経済
の活性化

地域の持つ
ポテンシャル
地域の持つ

ポテンシャル
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地域で支え合う安全・安心なまち地域で支え合う安全・安心なまち

防災対策事業
はしご車・ドローンなどの整備

消防車輌整備事業・消防資機材整備事業

文化交流施設の建設（避難所機能も充実）

栗沢文化交流施設整備事業

冬の暮らしの安全・安心の確保
除排雪事業・地域除排雪活動支援事業

平成30年 北海道胆振東部地震

予算のポイント

平成31年度予算のポイント平成31年度予算のポイント

平成30年 台風21号

避難所等の電源設備の充実

胆振東部地震によるブ
ラックアウトの経験を踏

まえ、拠点となる避難所
を中心に、非常時を想定

した電源設備等の確保・
充実を図ります。

総務部防災対策室

全庁体制で「総合的な雪対策」に取り組
んでおり、道路除排雪に加え、福祉施策

とも連携して、豪雪パトロールや情報提
供、町会等が実施するボランティア除雪

への支援、高齢者世帯等の雪下ろしや間
口除雪等への助成など、冬の暮らしの安

全・安心の確保・向上を図ります。

岩見沢地区消防事務組合では、
さまざまな災害に対応するた

め、計画的に車両や資機材を
整備・更新しています。

平成31年度は、高所での救
助活動等のための「はしご

車」、災害等の状況を上空か
らいち早く収集するためのド

ローンを整備します。

消防事務組合

建設部土木課

健康福祉部高齢介護課

発 生 日 時
震源及び震度
地震の規模等

市 内 の 震 度

平成30年9月6日 午前3時07分
胆振地方中東部 震源の深さ37㎞
マグニチュード 6.7
最大震度7（厚真町）

震度5弱（栗沢町東本町）
震度4（岩見沢5条、鳩が丘、北村赤川）

接 近 日 時
風 速

雨 量

平成30年9月4日～5日
最大風速21.8ｍ/s（9月5日 3:56）
瞬間最大風速37.6ｍ/s （9月5日 3:53）
9月5日 0:00～8:00 総雨量8.0㎜
1時間あたり最大雨量5.0㎜

平成32年10月の供用開始（予定）
に向けて、栗沢文化交流施設の建設

工事に着手します。
ホールや会議室、市民活動室などを

備える新しい文化交流施設には、災
害時の拠点避難所としての使用も想

定し、非常用自家発電設備等の設置
を予定しています。

栗沢支所総務課

地域防災力の向上

消防・救急体制の充実

総合的な雪対策の推進
地域コミュニティの活性化
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地域で支え合う 安全・安心なまち 防災・防犯・地域コミュニティ

「安全・安心」は、まちづくりの基本となるものです。
災害の発生に備えた地域防災力の向上を図るとともに、冬期間の安全確保や消防・救急体制の充実、防犯・交通安全対策・消
費者保護など、市民が安心して暮らすことのできるまちづくりを進めます。
また、地域のつながりや支え合い、主体的なまちづくり活動に対する支援や男女共同参画社会の実現に向けた環境整備を進め
ます。

地域防災力の向上

●防災対策事業
自主防災活動、防災訓練、防災関係システムの管理運用、拠
点となる避難所等への非常用自家発電設備の整備などを推進

●緊急告知ＦＭ放送整備事業
緊急告知ＦＭラジオの普及促進を図るとともに、タイムリー
な情報発信に努める

●災害応急対策事業
風水害、地震、雪害など、災害時の、緊急的な対応

●北村地区地域再編計画検討事業
北村遊水地事業の円滑な推進のため、集落の再編、公共施設
の再配置等の方向性を検討

総合的な雪対策の推進

●地域除排雪活動支援事業
社会福祉協議会と連携し町会等のボランティア除排雪活動を
支援、高齢者世帯等の雪下ろしや間口除雪等の費用を助成

●除排雪事業
迅速かつ機動的な除排雪体制の確保とともに、地域や事業者
との連携により、総合的な雪対策を推進

消防・救急体制の充実

●消防車両整備事業
さまざまな災害に対応するため、消防車両を年次計画で更新
し、消防力を強化

●消防資機材整備事業
さまざまな災害に対応するための資機材を整備し、消防力を
強化

安全・安心な生活環境の確保

●交通安全対策事業
交通指導員等による交通安全指導や啓発活動を実施

●町会等管理街路灯維持支援事業
町会等が管理する街路灯の設置や維持を支援、犯罪や交通事
故の防止とともに省エネルギー化を推進

●消費生活安定向上事業
消費者センターを核に消費者被害の防止を推進

1億1,249万円

950万円

5,000万円

821万円

4,107万円

14億1,192万円

2億5,480万円

137万円

1,607万円

1,732万円

689万円

拡 充
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地域コミュニティの活性化

●北村地区自治会館整備事業
旧豊正保育所の自治会館への転用改修

●栗沢文化交流施設整備事業
栗沢文化交流施設の建設工事に着手

男女共同参画社会の実現

●男女共同参画社会推進事業
男女共同参画の意識啓発を図るとともに、第２次いわみざわ
男女共同参画実践プランを見直し、第３次計画策定を進める

2,686万円

3億6,540万円

321万円
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みんなが健康で 元気に暮らせるまちみんなが健康で 元気に暮らせるまち

2019障がい者国際芸術文化祭

障がい者文化芸術活動支援事業

2019障がい者国際芸術文化祭を開
催します。

全国から集めたアール・ブリュット
作品の展示や舞台芸術の発表、国際

研究フォーラムを予定しており、芸
術を通して障がいへの理解を深め、

共生社会の実現を図ります。

各種健診等の充実

健康寿命延伸事業ほか

健康福祉部福祉課
健康福祉部健康づくり推進課

健康経営都市の推進

健康経営都市推進事業

健康予報のシステム化や、農・食を連動させ
た新しい健康関連産業の創出など、北大ＣＯ

Ｉと連携し、産学官金が一体となって、市民
一人ひとりが生きがいを持って暮らせる「健

康コミュニティ」を推進します。
平成31年度は、専用器具を使って口や口周

りの筋力を高める「クチトレ」の効果検証な
どを行い、市民の健康づくりを応援します。

健康福祉部健康づくり推進課

地域医療の充実に向けて

新市立総合病院建設事業ほか

高度化する医療ニーズに対
応するため、医療機器を計

画的に整備・更新するとと
もに、地域センター病院と

して、今後も良質で安心・
安全な医療を提供するため、

新病院建設に向けた準備を
進めます。

市立病院事務部管理課

予算のポイント

平成31年度予算のポイント平成31年度予算のポイント

市民の健康づくり拠点である「健康
ひろば」等で、各種健康診査等を実

施します。
健診内容の充実はもちろん、自己負

担の軽減による道内トップクラスの
低料金、インターネット予約、協会

けんぽとの連携、バスツアー健診、
働き盛り世代等のための早朝健診な

ど、受診しやすい環境づくりにも、
積極的に取り組んでいます。

市民の健康づくり拠点「いわみざわ健康ひろば」

毎週火曜は健康チェックの日。保健師・管理栄養士・歯科衛生士が健康相談。

毎週木曜は北大ＣＯＩの日。乳幼児健康測定・介護予防体操など。

毎月１回フードデイ。地元食材を使った健康メニューの紹介や試食。

アールブリュット展示・昼食・バス待ちなど、お気軽にご利用ください。

血圧・体組成・血管年齢・骨健康度は毎日測定できます。

北海道大学ＣＯＩ

ＣＯＩ（センター・オブ・イノベーショ

ン）とは、文部科学省・科学振興機構が実

施している研究開発支援プログラムです。

北海道大学ＣＯＩは、「食と健康の達人」

をテーマに、「美味しい食と楽しい運動」

で健康で笑顔あふれる幸せな生活を実現す

るため、北海道大学を中心に30社以上の企

業が参画するプロジェクトです。

自治体では岩見沢市のみを実証フィールド

として、研究開発に取り組んでいます。

岩見沢市３条西４丁目１第２ポルタビル１階

開館時間 10:00～17:00（日・祝・年末年始休館）
電 話 0126-35-5138

いずれ
も

いずれも無料
※食材費等の実費相当分をご負

担いただく場合があります。

障がい者福祉の充実

健康づくりの推進

地域医療体制の充実

健康づくりの推進
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健康づくりの推進

●保健総務管理事業
「いわみざわ健康ひろば」を拠点に、各種健診、保健事業、
健康チェックなどを実施し、市民の健康づくりを支援

●健康寿命延伸事業
健康相談や健康教室、健康まつりなどを通じ、市民の健康づ
くりへの意識を高め、健康寿命の延伸を目指す

●健康経営都市推進事業
「人もまちも元気で健康」をテーマに、産学官金の連携によ
り、市民の健康を支える健康コミュニティを推進

●疾病予防推進事業
市民が健康に暮らせることを目的に、検診や各種予防接種を
実施し、感染症の発生・蔓延を予防

高齢者福祉の充実

●敬老事業
敬老会の実施を支援し、高齢者の社会参加を促進

●老人クラブ活動運営事業
共に支え合う地域社会づくりの役割を担う老人クラブの運営
を支援し、高齢者の生きがいと健康づくり、社会参加を促進

みんなが健康で 元気に暮らせるまち 保健・福祉・医療

市民一人ひとりが生きがいをもって元気で健康に暮らすことができれば、まち全体が元気になります。
誰もがいつまでも健やかで生き生きと暮らすことができるよう、市民の健康づくりや高齢者・障がい者福祉、地域医療の充実
に努め、地域全体で市民の元気で健康な生活を支える「健康コミュニティ」を推進します。

●高齢者・障がい者見守り支援事業
病弱な高齢者世帯等に対し、民間サービスの活用により緊急
時の迅速かつ適切な対応を推進し、地域での暮らしを支援

●介護サービス利用者負担軽減事業
安心して介護サービスを受けられるよう、低所得者の介護
サービスの利用者負担額の一部を軽減

●市民後見推進事業
高齢者等の継続した地域生活を支えるため、成年後見制度の
周知や市民後見人の養成を図るとともに、後見人活動を支援

●高齢者の生きがいと
健康づくり推進事業

高齢者福祉大会を開催するほか、高齢者の生きがいづくりや
健康づくりに関する事業に対し費用の一部を助成

●長寿祝金支給事業
白寿を迎える方を対象に、長寿を祝福し、敬老の意を表する
ため祝い金を贈呈

●地域支援事業
介護予防や社会参加の促進、介護と医療の連携などを一体的
に推進し、高齢者の地域での自立した生活を支援

1,948万円

8,214万円

3,052万円

1億6,606万円

1,251万円

583万円

959万円

1,182万円

265万円

354万円

178万円

5億9,066万円

拡 充

拡 充

拡 充 総
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障がい者福祉の充実

●障害者自立支援給付事業
障がいのある方が、自立した日常生活や社会生活を営むこと
ができるよう、障害福祉サービス等の支援を実施

●障害者自立推進事業
障がいの有無に関わらず、互いに支え合い、安心して暮らせ
る地域社会を目指し、権利擁護の取組みや必要な支援を実施

●障害者文化芸術活動支援事業
2019障がい者国際芸術文化祭や、スペシャルオリンピック
スなど、芸術やスポーツを通して障がいへの理解を促進

地域福祉の推進

●社会福祉協議会運営補助事業
地域福祉の推進のため、社会福祉協議会の安定的な運営と、
事業の充実を支援

●民生委員児童委員協議会
運営費交付等事業

地域福祉の推進を担う、民生委員・児童委員の活動を支援

社会保障制度の適正な運営

●生活困窮者自立促進支援事業
生活困窮者の相談受付・自立支援等と、中学生を対象とした
学習支援を実施

●生活保護運営事業
レセプトデータや健診データ等から、生活習慣病の重症化予
防に向けて、保健指導等のサポートを実施

●特定健康診査等事業
生活習慣病の予防、早期発見のため、特定健康診査を実施、
健診結果をもとに、特定保健指導等を実施

●保健衛生普及事業
人間ドック・脳ドックの助成、各種がん検診（無料）を実施、
疾病の早期発見と健康寿命の延伸を図る

●医療費適正化対策事業
レセプトの点検審査、第三者行為求償、医療費通知等を実施
し、医療費の適正化を図る

●データヘルス事業
レセプトや健診データを分析活用し、糖尿病等の重症化予防
などに取組み、医療費の適正化と「健康寿命」の延伸を図る

地域医療体制の充実

●医療機械器具等整備事業
市立岩見沢総合病院及び栗沢病院の医療機械器具等の整備・
更新を行い、診療体制の充実を図る

●新市立総合病院建設事業
高度化・多様化する地域の医療ニーズへの対応等のため、
新病院建設に向け、基本構想策定の取組みを進める

29億5,606万円

1億4,052万円

2,567万円

5,643万円

2,518万円

2,556万円

3,491万円

5,431万円

4,519万円

1,807万円

1,751万円

1億5,195万円

110万円

拡 充

拡 充

7



活力と賑わいに満ちた 魅力あふれるまち活力と賑わいに満ちた 魅力あふれるまち

東京圏からのＵＩＪターンを促進
移住定住促進事業

ＩＣＴ基盤のさらなる活用

ＩＣＴ活用型総合戦略推進事業

当市の地域特性である優れたＩＣＴ
をフル活用し、地域経済の活性化を

推進します。
平成31年度は、産学官連携のもと、

無人ロボットトラクターの社会実装
に向けた実証実験を行います。

企画財政部企画室

企画財政部企業立地情報化推進室

中小企業融資制度の拡充

商工金融円滑化事業

融資期間をこれまでの12年以
内から15年以内に延長すると

ともに、災害により経営に支
障が生じている企業に対する

融資制度を創設し、中小企業
を応援します。

経済部商工労政課

プレミアム付商品券

公募型プレミアム付商品券
・プレミアム付商品券事業 個人の消費意欲喚起と、企業間や市民との連携

促進による経済の好循環促進を目的として、自

主的に「プレミアム付商品券」や「プレミアム
建設券」を発行する商店街等や団体に対し、事

業費の一部を支援します。
また、平成31年10月の消費税引き上げの影響

を緩和し、地域の消費を下支えするため、低所
得者や子育て世帯を対象とした「プレミアム付

商品券」を発行します。

経済部商工労政課

予算のポイント

平成31年度予算のポイント平成31年度予算のポイント

東京23区（在住者又は通勤者）か
ら市内へ移住し、就業された方に

移住支援金を支給することで、移
住を促進し、地域の担い手不足解

消を図ります。

※一定の要件があります。

岩見沢市の人口社会動態（転入・転出）

70,000

75,000

80,000

85,000

90,000

95,000

▲ 1,000

▲ 500

0

500

1,000

増減数（人） 総人口（人）

総人口

社会増減

自然増減

右のグラフは、平成21年から平成30年までの各年12月末の総人口と、1年間
の自然動態（出生と死亡）、社会動態（転入と転出）の推移を表したものです。

自然動態、社会動態ともに差引はマイナスで推移していますが、平成28年1月
に「岩見沢市総合戦略」が策定され、雇用や子育て、移住・定住などの施策の充
実が図られた平成28年度以降、社会動態の改善が見られます。

とくに近年、社会動態の改善が顕著なのは、15歳未満の児童と、その親世代に
ある35～44歳で、この世代に限れば、転入が転出を上回っています。

移住・定住の促進

商工業の振興と中心市街地の活性化

雇用の拡大と就業環境の充実

8



農林業の振興

●担い手・農業法人等育成支援事業
農業の担い手の育成・確保や人・農地プランに位置付けられ
た中心経営体等への農地集積のための支援を実施

●新規就農・農業後継者育成支援事業
新規就農サポート事業などにより、地域農業の担い手となり
得る新規就農者の育成・確保を図る

●地産地消等所得向上対策事業
農産物の地産地消、消費拡大、付加価値向上に向けた取組み
を進め、農業者の所得向上を図る

●産地づくり推進事業
玉葱の生産改善に向けた取組みに対する支援などを通じ、岩
見沢産農産物の生産振興及び産地化を図る

●ＩＣＴ農業普及促進事業
農作業の効率化・省力化等による生産性向上を目指すスマー
ト農業の実現に向け、ＩＣＴ関連機器の導入等を支援

●地域産業協働促進事業
企業と連携した新規農産物の導入や試験栽培及び商品開発、
販路拡大等の取組みを支援

活力と賑わいに満ちた 魅力あふれるまち 産業経済・交流

人口減少社会の克服には、経済の活性化や定住・交流人口の増加による地域の活力の創出が不可欠です。
関係団体や事業者とも連携し、農業・商工業の振興を図るとともに、新産業の創出や企業立地を推進し、雇用の拡大に努めま
す。また、観光の振興や中心市街地の活性化を通じた賑わいの創出を図るとともに、移住・定住の促進に向けた多様な施策を
展開します。

●鳥獣対策事業
エゾシカやアライグマなどによる農林産物や生活環境への被
害等の防止対策を推進

●土地基盤整備事業
基幹的排水路等、土地基盤の総合的な整備を進め、コスト低
減や生産性向上を促進し、農業経営の安定を図る

●国営造成施設管理体制整備促進事業
土地改良区組合員への技術指導等を通じ、農業水利施設等の
管理体制の整備・強化を図るとともに、維持・補修を支援

●多面的機能支払
・環境保全向上対策事業

地域共同による農地や水路、農道等の保全管理活動や環境負
荷低減、環境保全効果の高い営農活動を支援

●用排水施設維持管理事業
農業用排水施設及び排水機場の適正な維持管理を行い、農地
防災とともに、生産性の向上と農業経営の安定を図る

●林業振興事業
私有林の適切な保全・整備を支援し、森林の持つ公益機能の
発揮と持続的な森林資源の循環を促進

1,634万円

4,766万円

8,122万円

6億5,614万円

4億5,788万円

772万円

1,017万円

2,003万円

809万円

2,674万円

2,370万円

300万円

総

総

総
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商工業の振興と中心市街地の活性化

●商工金融円滑化事業
低利融資等による中小企業の円滑な資金調達を図り、中小企
業の事業振興、経営基盤の強化と安定化を促進

●創業支援事業
創業支援の体制を整備し、取組みを強化することで、商工業
の活性化と雇用の確保を図る

●公募型プレミアム付商品券等
発行支援事業

経済団体、商店街、業界団体などが自主的に行う販売促進運
動を支援することで、地域経済の好循環を促進

●プレミアム付商品券事業
消費税引上げの影響を緩和し、地域における消費を喚起・下
支えするため、市内で利用できるプレミアム付商品券を発行

●中心市街地活性化対策事業
共同住宅や共同店舗の建設促進、イベント事業による賑わい
創出や魅力ある商店街づくりに向けた支援を実施

●ポルタビル利用促進事業
中心市街地活性化の核施設「であえーる岩見沢」の魅力を高
め、周辺商店街への回遊促進を図る

新産業の創出と企業立地の推進

●新産業創出促進事業
・企業立地推進事業

農商工連携など地域の特性を活かして行う事業や新規創業者
に対する支援を行い、新産業の創造と雇用創出を推進

雇用の拡大と就業環境の充実

●ＩＣＴ活用型総合戦略推進事業
地域特性であるＩＣＴを活用し、産学官連携のもと、環境構
築、産業創出、人材育成等を有機的に連携させながら展開

●職業能力向上事業
中小企業が雇用する労働者の職業訓練を実施するとともに、
従業員の育成に取り組む事業者を支援

地域資源を活かした観光の振興

●観光振興戦略推進事業
観光協会及び関係機関と連携を図り、交流人口の増大による
地域経済の活性化を推進

●ふるさと毛陽地域振興事業
メープルロッジの施設周辺の整備やアクティビティ開発を進
め、稼働率のさらなる向上を図る

移住・定住の促進

●シティプロモーション推進事業
岩見沢市の魅力を、ラジオを中心とした様々な媒体で発信し、
認知度やイメージの向上を図り、移住・定住につなげる

●地域おこし推進事業
市外からの意欲あふれる人材を「地域おこし推進員」として
配置、地域振興に資する活動を展開

●移住定住促進事業
移住に係る相談窓口の充実、住居確保やＵＩＪターン、結婚
に向けた支援、体験住宅の提供などにより移住定住を促進

18億3,603万円

250万円

8,921万円

5億4,000万円

9,995万円

1億7,266万円

2,279万円

4,800万円

1,438万円

2,054万円

6,311万円

1,410万円

1,312万円

4,593万円

新 規

拡 充

拡 充

総

総

総

総

総

総

総

総

総
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国際・地域間交流の推進

●国際交流推進事業
姉妹都市への訪問団派遣や、国際交流員（CIR）の招致などに
より、世界に開かれた活力のあるまちづくりを推進

885万円
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